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あ
や
せ
市
民
会
議 

中
野
　
昌
幸

公
明
党 

出
口
け
い
子

日
本
共
産
党 

松
本
　
春
男

　
問
　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

害
）
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
、
高
機
能
自

閉
症
を
持
つ
子
ど
も
は
、
全
国
で
六
・
三

％
、
四
十
人
学
級
に
二
人
か
ら
三
人
の
割

合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
児
童
・
生

徒
は
、
正
し
く
判
断
さ
れ
な
い
た
め
に
自

己
評
価
を
低
く
し
、
社
会
的
反
抗
に
至
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
情
緒
障
害
の
子
ど

も
は
、
障
害
を
理
解
し
て
い
る
大
人
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
問
題
を
克
服
で
き
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
何
よ
り
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
市

の
小
・
中
学
校
で
は
、
そ
の
実
態
把
握
は

で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
教
師
へ
の
対

策
や
子
ど
も
達
へ
の
支
援
の
方
策
は
。

　
答
　
保
護
者
か
ら
の
報
告
で
は
、
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
は
小
学

校
で
六
名
、
中
学
校
で
五
名
、
Ｌ
Ｄ
は
小

・
中
学
校
と
も
に
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

教
師
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
教

師
が
障
害
児
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

状
況
に
応
じ
て
相
談
員
や
指
導
主
事
が
実

態
を
観
察
し
て
指
導
、
助
言
を
行
っ
た
り
、

児
童
相
談
所
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

策
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
援
の
方

策
と
し
て
は
学
習
支
援
者
や
巡
回
相
談
員

を
派
遣
し
て
い
る
が
、
今
後
は
養
護
教
諭

や
心
理
専
門
家
等
に
よ
る
相
談
支
援
チ
ー

ム
を
設
置
し
研
究
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
せ
市
民
会
議 

　
石
井
　
茂

　
問
　
市
で
は
、
深
谷
中
央
地
区
の
大
型

開
発
や
東
名
イ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
基

礎
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
市
内
の
土
地
利

用
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
、
国
の
税
制
改
革
に
よ
り
固

定
資
産
税
で
は
、
制
限
税
率
の
廃
止
に
伴

い
標
準
税
率
の
定
義
が
見
直
さ
れ
、
商
業

地
等
の
負
担
水
準
の
上
限
も
六
〇
％
か
ら

七
〇
％
の
範
囲
内
で
条
例
規
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
後
の
税
率
に
つ
い
て
は
、

中
・
長
期
的
に
現
状
を
維
持
し
て
い
く
の

か
。
あ
る
い
は
、
課
税
自
主
権
の
活
用
に

よ
り
増
税
を
考
え
て
い
る
か
、
ま
た
は
、

商
業
地
域
の
活
性
化
や
優
良
企
業
の
誘
致

な
ど
を
勘
案
し
た
減
税
を
考
え
て
い
る
か
。

　
答
　
今
回
の
税
制
改
革
は
、
地
方
分
権

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

課
税
自
主
権
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
、
制

限
税
率
の
廃
止
や
標
準
税
率
以
外
の
税
率

を
使
用
す
る
場
合
の
要
件
の
緩
和
な
ど
が

主
な
内
容
で
あ
る
。
固
定
資
産
税
は
市
の

財
政
を
支
え
る
基
幹
税
で
あ
る
こ
と
や
、

標
準
税
率
は
市
が
課
税
す
る
場
合
に
通
常

よ
る
べ
き
税
率
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

標
準
税
率
が
基
本
と
考
え
て
い
る
。
納
税

者
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
課
税
自
主
権
を

活
用
し
て
地
方
税
の
充
実
確
保
を
図
る
こ

と
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
の
国
の

動
向
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
総
合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

（
他
に
「
学
校
教
育
及
び
学
校
へ
の
地
域

住
民
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　
問
　
本
年
二
月
に
落
合
地
区
の
住
居
表

示
を
実
施
し
た
が
、
実
施
に
至
る
ま
で
の

経
緯
は
。
住
居
表
示
の
実
施
の
目
的
が
「
分

か
り
や
す
い
住
所
の
表
示
」
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
隣
の
家
と
連
番
に
な
っ
て

い
な
い
、
分
か
り
に
く
い
、
な
ぜ
こ
の
番

号
な
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ク
レ
ー
ム

や
意
見
が
で
て
い
る
が
、
説
明
会
、
周
知

等
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
。
平
成
十
六

年
度
は
中
村
地
区
を
、
翌
年
度
は
上
深
谷

地
区
を
実
施
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

現
在
の
進
行
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

ま
た
、
住
所
の
変
更
手
続
き
が
面
倒
だ
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
市
内
に
自
動
車
運
転

免
許
証
の
変
更
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
臨

時
出
張
窓
口
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
答
　
落
合
地
区
は
、
地
元
の
促
進
協
議

会
と
深
谷
地
区
の
全
体
会
議
で
町
名
と
町

割
り
の
案
を
決
定
し
、
地
元
に
説
明
等
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
住
居
表
示
審
議
会
の

答
申
を
受
け
、
昨
年
の
十
二
月
に
議
決
、

本
年
二
月
二
十
三
日
に
実
施
し
た
。
地
元

へ
は
、
自
治
会
だ
よ
り
、
広
報
で
周
知
し
、

ま
た
、
説
明
会
を
十
九
回
開
催
し
た
が
出

席
率
が
低
く
、
今
後
は
徹
底
を
図
り
た
い
。

中
村
地
区
は
、
平
成
十
六
年
度
の
実
施
に

向
け
、
地
元
の
促
進
協
議
会
が
町
名
と
町

割
り
の
案
を
作
成
し
て
い
る
が
、
上
深
谷

地
区
と
一
部
区
域
が
重
複
し
て
お
り
、
慎

重
に
進
め
て
い
く
。
自
動
車
運
転
免
許
証

の
変
更
の
た
め
の
臨
時
出
張
窓
口
の
設
置

は
、
大
和
警
察
署
に
要
望
し
て
い
く
。

　
問
　
現
在
、
日
本
中
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
策
と
し
て
、
市
は
独
自
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
な
い
か
。
出
荷
停
止
な
ど

に
な
っ
た
場
合
、
農
家
へ
の
経
済
的
な
支

援
は
考
え
て
い
る
の
か
。
市
の
畜
産
担
当

職
員
が
対
応
す
る
た
め
の
、
消
毒
薬
や
防

護
服
、
マ
ス
ク
な
ど
、
準
備
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
職
員
の
健
康
を
守
る

立
場
か
ら
予
防
接
種
に
対
す
る
補
助
と
併

せ
て
畜
舎
へ
の
カ
ラ
ス
の
侵
入
防
止
や
駆

除
な
ど
、
防
護
対
策
に
対
し
て
補
助
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
厚
木
基
地
内

で
鳥
が
大
量
死
し
た
場
合
の
保
健
所
や
市

へ
の
連
絡
体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
答
　
病
気
発
生
時
は
県
が
主
体
と
な
り
、

統
一
的
な
行
動
が
混
乱
を
避
け
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
市
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
不

要
と
考
え
て
い
る
。
鳥
の
処
分
や
出
荷
抑

制
に
対
し
て
は
、
国
、
県
及
び
生
産
者
互

助
会
等
の
支
援
や
低
利
の
資
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
市
も
状
況
に
応
じ
て

支
援
し
て
い
く
。
防
護
服
は
県
の
調
達
に

な
る
が
、
緊
急
時
に
備
え
既
に
担
当
者
分

を
発
注
し
て
い
る
。
予
防
接
種
で
は
感
染

を
防
ぐ
の
は
難
し
く
、
早
期
発
見
・
通
報
、

防
疫
措
置
が
重
要
と
考
え
る
。
カ
ラ
ス
の

侵
入
防
止
対
策
で
は
、
畜
舎
を
既
に
補
助

対
象
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
地
と
関
係

機
関
と
の
連
絡
体
制
も
で
き
て
い
る
。

（
他
に
「
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

正
に
見
頃
の
桜
満
開
の
中
で
開
催
さ

れ
た
城
山
桜
ま
つ
り
は
、
雨
上
が
り

を
待
ち
春
の
１
日
を
楽
し
む
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
∧
４
月
４
日
、
城

山
公
園
に
て
∨

毎日たくさんの子ども達が遊びに来るドリームプレイウッズ。今時、汚
れたり、怖かったり、痛かったりが体験できる夢のような遊び場です

詳
し
い
内
容
は

「
会
議
録
」
で

　
市
議
会
報
あ
や
せ
で
は
、
定
例

会
や
臨
時
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
本
会
議
と
委
員

会
で
の
発
言
内
容
を
記
録
し
た
会

議
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
会
議
録
は
議
会
事
務
局
の
ほ
か
、

市
立
図
書
館
、
市
役
所
内
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、

会
議
録
を
閲
覧
、検
索
が
で
き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

w
w
w
.city.ayase.kanagaw

a.jp

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
月
定
例
会
の
会
議
録

は
、
六
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で

す
。


